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トヨタ（７２０３）がＥＶに本腰

ＢＥＶの世界販売台数 ２０３０年２００万台→３５０万台に上方修正

従来電池で１兆５０００億円としていた研究・開発投資も２兆円に増額。車両開発を合わせれば

４兆円を見込む。３５０万台はダイムラー、スズキ、ＰＳＡの年間販売台数に匹敵。日産もＥＶで

の長期ビジョンを公表

デンソー（６９０２） トヨタ系で国内最大の部品メーカー。ＥＶのインバーター（電力変換器）

や電池管理システムを手掛ける。

豊田通商（８０１５） トヨタ系の総合商社。ＥＶバッテリーに不可欠なレアメタルであるリチウ

ムの権益確保で先行。「２０３０年までの電池材料を確保」とトヨタ。



日本が存在感を示すＥＶ関連

正極材、負極材、セパレータ、電解液などは中国・韓国が台頭

「セパレータフィルム」

日本製鋼所（５６３１） セパレータフィルム製造装置で世界シェア７割

芝浦機械（６１０４） セパレータフィルム製造装置の生産能力を増強へ

「モーターコア」

三井ハイテック（６９６６） 車載用のモーターコアで世界シェア７割

黒田精工（７７２６） ホンダのハイブリッド車向けモーターコアで実績

ニッパツ（５９９１） モーターコアの生産能力を増強。中国でも生産開始



駆動の肝は「ｅーＡｘｌｅ」

モーター、インバーター、減速機を一体化させた「ｅアクスル」

日本電産（６５９４） 経営資源集中の「ｅアクスル」が中国企業など

に相次いで採用

ユニバンス（７２５４） ２モーターの高性能「ｅアクスル」を２２年

度にも投入へ

明電舎（６５０８） 「ｅアクスル」を量産化に向けて開発中



（出所：日本電産決算資料）

＜日本電産の“E-Axle” の増産計画＞



これから存在感を示すか

電解銅箔

日本電解（５７５９） 電池負極材用の電解銅箔の世界大手。ＥＶの電解銅箔はＨＶに比

べ使用量が２５倍とも。パナソニック通じテスラも採用。

モーター巻線機

小田原エンジニアリング（６１４９） ＥＶ駆動モーター用巻線機は国内外で引き合い

ＮＩＴＴＯＫＵ（６１４５） ＥＶモーター向け自動巻線機の受注活動が活発化。


